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とっても自らの指導戦略やノウハウを教材の上に反映さ  

せることが困難である。   

そこで、WWW上での制約型ハイパーネットワーク  

を提案する。WWWのハイパーネットワークを2次元  

のマトリクスとして表現し、それらのノード間に制約を  

持たせることで、学習にとって効果的なプラットフォー  

ム構築が可能になる（囲1参照）。リンク情報を一括管理  

し、ノード間の移動に学習上必要な制約を持たせるこ  

とで、コースウェアに必要な機能が実現できるようにな  

る。さらに、2次元表現およびリンク情報の一括管理に  

より、個々のファイルにリンク情報を記述する必要がな  

いため、教材の再利用が容易になる。これにより従来困  

難であったWWW上での効果的なコースウェア構築が  

可能になる。また、教材やネットワーク上の資産の有効  

利用ができるようになる。  

1 はじめに  

WWW（ⅣbγJd耶de肋あ）などのインターネット技  

術が比較的容易に扱えるようになり、教育分野への応用  

が期待されている。我々はこれまで慶應義塾大学湘南藤  

沢キャンパス（SFC）における外国語学習用オーサリン  

グシステムMALIJの開発を行ない、実際の利用を通じ  

ての評価を行っている【1】【2】。MALLシステムは、WS  

上で動作するオーサリングプラットフォームで、ハイ  

パーテキスト構造を持ち、マルチリンガルテキストを扱  

うことができる。また、8mmビデオなどの外部機器制  

御が可能である。   

本研究では、これまでのMALLシステム上の教材資  

産を活かし、さらにWWW上での高効率のコースウェ  

ア作成を可能にするⅥねbMdlシステムの提案を行なう。  

WebMal1では、従来のWWWのハイパーネットワーク  

構造を2次元マトリクスとして表現することで制約を  

持たせることができ、学習にとって効果的な汎用性の高  

いコースウェア作成が可能である。  
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2 WⅥW上の制約型ハイパーネットワーク  

通常WWWのハイパーネットワーク構造は個々の  

ファイル（HTMI」ドキュメントなど）間の静的なリンク  

により構築し、ユーザは自由にブラウズすることでネッ  

トワーク内の探索を行なう。しかし、学習用教材のイン  

タフェースやコースウェアとしてWWWを利用する場  

合、学習者が自身の学習進度を把握することが困難であ  

り、ネットワーク内でのいわゆる迷子問題が発生するお  

それがある［2】。また、コースウェアを作成する教員に   

if（∞r帽d）●リumpbRi9hr－  
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Courseware▼Stream（C訓tOntS）【【  

図1：Wハイパーネットワークの2次元マトリクス表現  

とノード間への制約条件の付加：ネットワークの各ノードを  

マトリクス的に配置し、ノード間に教育上必要な様々な制約  

条件を加えることでWWW上での効果的なコースウェアを  

実現する。この例では、縦にメニュー、横にコースウェアを  

配置している。（央印はノード間の移動可能性を表す）  
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3 Ⅵ屯bMallプロトタイプ  

ここでは、Ⅵ屯bMdlシステムの実装について述べる。  

図2がインタフェース画面である。システムはWebブラ  

ウザ（NetscapeNavigator3．0など）上で動作する。汎  

用ブラウザで利用可能であるため、コースウェアの移  

植性が高い。基本的には3つのフレームから構成され、  

リンク情報管理部、教材提示部、教員から学習者への  

フィードバック提示部からなる。  

■‾‾i監彗   
図3：アプレット間通信によるWⅥW上での制約の実現  

利用が容易である。  

3．2 学習者への情報提示  

2次元的なリンク情報に記述されたファイル（ⅡTML  

ドキュメント）のネットワーク情報を簡易グラフィック  

スで学習者に提示することで、学習の進度やネットワー  

ク内での位置把握を行なうことができる。また、記述さ  

れたファイルから自動的にタイトル部分を収集すること  

で、．各ノードの概要の表示を行なう。   

フィードバック部では、教点から学習者への基本的な  

指導メッセージを提示することができる。  

3．3 教材例  

現在、本システム上で以下のような機能による教材  

作成が実現している。  

●選択問題  

・入力問題（ASCIIのみ）   

●役割練習   

●8mmビデオなどの外部機器制御  

4 まとめ 

WWWのハイパーネットワークの制約による効果的  

なコースウェア構築を目指したWbbMallシステムの提  

案を行った。今後は、現在本章のカリキュラムで実際に  

利用している教材をシステム上に構築し、評価を行なう  

予定である。   

参考文献．   

【1】田中公二，伊賀聡一郎，井町真琴，安相通晃，マルチ   

メディア語学学習環境MALLの開発と利用の現状   

について，情報処理学会人文科学とコンピュータ研   

究会研究報告No．26，pp．43－48，1995．  

【2］lK・Thakn，S・IgaandM．Y瓦sumura，TheDevel－   

opmentandtheEvaluationoftheMultimediaAs－   

SistedLanguage、LearnlngEnvironment：MALL，In   

Proc．ofED－MEDZA96，Pp．661－666，1996．  

図2：WebMallインタフェース：各教材コンテンツの制約条  

件により移動できるノードが変化する。ボタンやグラフィック  

スなどのインタフェースも移動条件に従って変わる。教点か  

ら学習者への基本的な指導のフィードバックも行なえる。  

3．1Javaアプレット間通信による制約型ハイパーネッ  

トワークの実現   

リンク情報を管理するJavaアプレットと教材を構成  

するアプレット間の通虐に 

ワークに制約を持たせることができる（囲3参照）。例え  

ば、ある教材を正答するぎで次のノ▼－ドヘ進めないよう  

にするといった制約は、教材アプレットからリンク情報  

管理部へメッセージを送信することセ行なう。教材のア  

プレット提僕により、新たな教材作成、機能拡張、保守  

が比較的容易である。   

また、通常リンク情報をドキュメントに静的に記述す  

るため、ある教材を別の教材の中で利用する際にリンク  

情報の書換えが必要であるが、本システムでは、個々の  

ドキュメントにリンク情報を記述しないため、教材の再  
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